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様式第１号 

令和５年６月５日 

 

  北海道知事 殿 

 

〔設置者の名称〕     学校法人北海道鹿光学園 

 

〔代表者の役職〕理事長  〔代表者の氏名〕 鈴木 文子 

 

 

大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請書 

 

○申請者に関する情報 

大学等の名称 青山建築デザイン・医療事務専門学校 
大学等の種類 
（いずれかに○を付すこと） 

（大学・短期大学・高等専門学校・専門学校） 

大学等の所在地 札幌市中央区北５条西１４丁目１番地４２ 

学長又は校長の氏名 校長 林 晴一 

設置者の名称 学校法人北海道鹿光学園 

設置者の主たる事務所の所在地 札幌市中央区北５条西１４丁目１番地４２ 

設置者の代表者の氏名 理事長 鈴木 文子 
申請書を公表する予定のホーム

ページアドレス http://www.aoyamakougaku.ac.jp/ 

 
※ 以下のいずれかの□にレ点（☑）を付けて下さい。 
 
□ 確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第１項に基づき確

認申請書を提出します。 
 
☑ 更新確認申請書の提出 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第３項に基づき更

新確認申請書を提出します。 
 
 
※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。  
☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 
 
☑ 確認を受けた大学等は、大学等における修学の支援に関する法律（以下「大

学等修学支援法」という。）に基づき、基準を満たす学生等を減免対象者とし

て認定し、その授業料及び入学金を減免する義務があることを承知していま

す。 
 
☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒業

するまでの間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を取

り消されたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるとともに、
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減免対象者が卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等を減免

する義務があることを承知しています。 
 
☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第７条第２項第３号

及び第４号に該当します。 

 

○各様式の担当者名と連絡先一覧 
様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号 
副校長 高林伸親 

総務部 長谷川圭子 
011-281-4155 aoyamasc@cocoa.ocn.ne.jp 

第２号の１ 教務部次長 佐藤嘉彦 011-281-4155 aoyamasc@cocoa.ocn.ne.jp 

第２号の２ 副校長 高林伸親 011-281-4155 aoyamasc@cocoa.ocn.ne.jp 

第２号の３ 教務部次長 佐藤嘉彦 011-281-4155 aoyamasc@cocoa.ocn.ne.jp 

第２号の４ 
副校長 高林伸親 

教務部次長 佐藤義彦 

総務部  柴田達也 
011-281-4155 aoyamasc@cocoa.ocn.ne.jp 

 

○添付書類 
 
※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これ

らの書類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異な

ることに注意してください。） 
 
「⑴ 実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の

基準数相当分》 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》 
 
「⑵ -①学外者である理事の複数配置」関係 
 
☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員）名簿 
 
「⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係  
□ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映すること

ができる組織に関する規程とその構成員の名簿 
 
「⑶ 厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 
 
☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》【再掲】 
 
その他 
 
☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 
 
☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 



（添付書類）経営要件を満たすことを示す資料

学校コード H101310100156 学校名 青山建築デザイン・医療事務専門学校

設置者名

Ⅰ　直前３年度の決算の事業活動収支計算書における「経常収支差額」の状況

経常収入(A) 経常支出(B) 差額(A)-(B)

申請前年度の決算 229,911,811円 233,479,373円 -3,567,562円

申請２年度前の決算 246,198,085円 233,233,368円 12,964,717円

申請３年度前の決算 252,376,414円 237,793,696円 14,582,718円

Ⅱ　直前の決算の貸借対照表における「運用資産－外部負債」の状況

運用資産(C) 外部負債(D) 差額(C)-(D)

申請前年度の決算 316,593,491円 2,166,361円 314,427,130円

Ⅲ　申請校の直近３年度の収容定員充足率の状況

収容定員(E) 在学生等の数(F) 収容定員充足率(F)/(E)

今年度（申請年度） 235人 166人 70%

前年度 235人 181人 77%

前々年度 265人 202人 76%

（Ⅱの補足資料）「運用資産」又は「外部負債」として計上した勘定科目一覧

○「運用資産」に計上した勘定科目

勘定科目の名称
申請前年度の決算

における金額

○「外部負債」に計上した勘定科目

勘定科目の名称
申請前年度の決算

における金額

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。

負債の内容

学校法人　北海道鹿光学園

資産の内容
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様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 青山建築デザイン・医療事務専門学校 
設置者名 学校法人 北海道鹿光学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

工業専門課程 

建築学科 
夜 ・

通信 
１４８２ １６０  

建築設計デザイ

ン科（ｲﾝﾃﾘｱｺｰｽ） 

夜 ・

通信 

１３７２ 

 
１６０  

建築設計デザイ

ン科（ﾃﾞｻﾞｲﾝｺｰｽ） 

夜 通

信 
１２９８ １６０  

商業専門課程 

医療事務学科（医

療秘書・クラー

ク・医療事務コー

ス） 

夜 ・

通信 
１４８９ 

 

１６０ 
 

医療事務学科（医

療事務・診療情報

管理コース） 

夜 ・

通信 
１８３９ １６０  

診療情報管理士

専攻科 

夜 ・

通信 
９２６ ８０  

（備考） 
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２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本校ホームページ及び学生便覧にて公表 

建築学科  

http://www.aoyamakougaku.ac.jp/architecture/architecture.html 

建築設計デザイン科 

http://www.aoyamakougaku.ac.jp/architecture/architectural_design.html 

医療事務学科 

http://www.aoyamakougaku.ac.jp/medical/medical_affairs.html 

診療情報管理士専攻科 

http://www.aoyamakougaku.ac.jp/medical/medical_info_management.html 

 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 青山建築デザイン・医療事務専門学校 
設置者名 学校法人北海道鹿光学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
本校ホームページ 

http://www.aoyamakougaku.ac.jp/school_guide/pdf/rizi_member_r2.pdf 
 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 

北海道大学名誉教授 医
学博士 
前 公益財団法人札幌がん

セミナー相談役 

2022.６ .20～

2024..６.20 学校運営に関する評価 

非常勤 前 遠別町 町長 
2022.６ .20～

2024..６.20 学校運営に関する評価 

非常勤 （学）鹿光学園 理事長 
2022.６ .20～

2024..６.20 学校運営に関する評価 

非常勤 鹿遠産業（株）取締役会長 
2022.６ .20～

2024..６.20 学校運営に関する評価 

非常勤 
有）鹿光学習センター  

代表取締役 
2022.６ .20～

2024..６.20 学校運営に関する評価 

（備考）定数 ８名 （現員 ８名） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 青山建築デザイン・医療事務専門学校 

設置者名 学校法人 北海道鹿光学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

学内での体制プロセスは、基礎教科と応用教科の実施時期と、目標の資格

取得時期を考慮し、教科の実施時期などを、各学科会で話し合い、教務部

会での意見や教育課程編成委員会にて外部人材の意見を反映して各教科の

担当者が作成している。公表は教科編成に関しては学生便覧又はホームペ

ージ。授業計画（シラバス）はホームページを利用して公表している。 

授業計画書の公表方法 

本校ホームページ及び学生便覧にて公表 
建築学科  

http://www.aoyamakougaku.ac.jp/architecture/archit

ecture.html 

 

建築設計デザイン科 

http://www.aoyamakougaku.ac.jp/architecture/archit

ectural_design.html 

 

医療事務学科 

http://www.aoyamakougaku.ac.jp/medical/medical_af

fairs.html 

 

診療情報管理士専攻科 

http://www.aoyamakougaku.ac.jp/medical/medical_in

fo_management.html 
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２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

前期・後期とも中間試験・期末試験を行い各教科 100 点満点方式で評価し

ている。（５０点以下は再試験を実施） 

ただし医療系学科 2 年生及び専攻科は期末試験のみを実施している。 

建築系の実技科目に関しては課題提出により提出期限及び成果課題を総合

的に１００点満点評価としている。 

医療系の病院実習においての評価は実習レポート評価及び受け入れ先担当

者の評価に基づき、担任が 100 点満点で評価している。 

新年度毎年作成して各学生に配布する学生便覧において各入学年度別教科

編成を公表し科目の単位、総時間数を表記している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価は、学科ごとの前期成績と後期成績で年度末成績を算出し、進級

認定会議、卒業認定会議にて確定し、年間成績採点票に１００点法で記載

された数を基に、下位４分の１を決定している 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
本校ホームページにて公表 
http://www.aoyamakougaku.ac.jp/pdf/kyomu_kitei.pdf 
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４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定のプロセスは、前期成績会議・年度末成績会議にて教務規定の

基準を満たすことが必要である。卒業判定基準は年間欠席総日数が２０日

以内。採点評価は各教科５０点以上。課題提出は全課題提出完了の者。授

業態度等は良好と認められる者。学費完納者。また、年間不合格教科４教

科以上、欠席換算日数が３０日を超える者は留年と定められている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
本校ホームページにて公表 
http://www.aoyamakougaku.ac.jp/pdf/kyomu_kitei.pdf 
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様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 青山建築デザイン・医療事務専門学校 

設置者名 学校法人北海道鹿光学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 学校ホームページで公表（法人情報部分） 
http://www.aoyamakougaku.ac.jp/school_guide/pdf/r1_taisyaku.pdf 

収支計算書又は損益計算

書 
学校ホームページで公表（法人情報部分） 
http://www.aoyamakougaku.ac.jp/school_guide/pdf/r1_zigyou_syushi.pdf 

財産目録 学校ホームページで公表（法人情報部分） 
http://www.aoyamakougaku.ac.jp/school_guide/pdf/r1_zaisan.pdf 

事業報告書 学校ホームページで公表（法人情報部分） 
http://www.aoyamakougaku.ac.jp/school_guide/pdf/r1_houkoku.pdf 

監事による監査報告（書） 学校ホームページで公表（法人情報部分） 
http://www.aoyamakougaku.ac.jp/school_guide/pdf/r1_kansahoukoku.pdf 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業分野 専門課程 建築学科 〇 ― 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

 昼 ２９６０時間 

単位時間／単位 

１４２３ 

単位時間

/単位 

１０００ 

単位時間

/単位 

５３７ 

単位時間

/単位 

０ 

単位時間

/単位 

０ 

単位時間

/単位 

２９６０単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１２０人 ９６人 ０人 ４人 ９人 １３人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
学内での体制プロセスは、基礎教科と応用教科の実施時期と、目標の資格取得時期を考慮し、

教科の実施時期などを、各学科会で話し合い、教務部会での意見や教育課程編成委員会にて

外部人材の意見を反映して各教科の担当者が作成している。公表は教科編成に関しては学生

便覧又はホームページ。授業計画（シラバス）はホームページを利用して公表している。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
成績評価は、学科ごとの前期成績と後期成績で年度末成績を算出し、進級認定会議、卒業認

定会議にて確定し、年間成績採点票に１００点法で記載された数を基に、下位４分の１を決

定している。 
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卒業・進級の認定基準 

（概要） 
卒業・進級の認定のプロセスは、前期成績会議・年度末成績会議にて教務規定の基準を満た

すことが必要である。卒業判定基準は年間欠席総日数が２０日以内。採点評価は各教科５０

点以上。課題提出は全課題提出完了の者。授業態度等は良好と認められる者。学費完納者。

また、年間不合格教科４教科以上、欠席換算日数が３０日を超える者は留年と定められてい

る。 

 

学修支援等 

（概要） 
入学後すぐに担任と個人面談を行い、本人の将来の希望や２年間の充実した学生生活のアド

バイスを行っている。（個人面談は年２回実施） 

定期試験で合格点に満たない時は、中間試験では授業中にテストの解答をし、翌週に再試験。

期末試験では補講を行い、その後再試験を実施して学力の向上に努めている。 

資格取得に関しては、各種資格取得に必要な学習を授業に組み入れてはいるが、資格試験の

学習が授業で行われていない学科では、金曜日の午後の「自主研修」の時間に検定講座とし

て行っている。 

就職支援では担任と就職課が個人面談を中心に個々の適正を重視し適切なアドバイスを行

い、企業とのミスマッチを無くし、適所に就職させるべく指導を行っている。 

面接試験の重要性という観点から、学生個人に対し就職試験前に模擬面接の指導も行ってい

る。 

授業としては「就職支援講座」を取り入れ、自己分析、履歴書の書き方、面接での準備とマ

ナー等、就職活動に役立てるように配慮している。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（令和４年度）           建築学科 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ５４人 

（100％） 

２４人 

（ 44.4％） 

３０人 

（  55.6％） 

０人 

（ ０％） 

（主な就職、業界等） 

総合建設業、ハウスメーカー、建築設計事務所 

（就職指導内容） 

就職セミナー、就職ガイダンス、就職支援講座、個人面談等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

1.2 級建築士受験資格、建築施工管理技士 

（備考）（任意記載事項） 
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中途退学の現状                                                   建築学科 

令和 4年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

   １1１人 ９人  8.1％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生の性格・特性・環境などを把握するため、観察・面談を行い、必要な指導をする。

担任及び教務部長は、自主・依願退学を申し出た者に対しては、本人・保護者と面談

し極力留意するように努める。 
 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業分野 専門課程 
建築設計デザイン科 

（ｲﾝﾃﾘｱｺｰｽ） 
○ ― 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

 昼 ２９６０時間 

単位時間／単位 

１４０６

単位時間

/単位 

１１０８ 

単位時間

/単位 

４４６ 

単位時間

/単位 

０ 

単位時間

/単位 

０ 

単位時間/

単位 

2960 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

６０の内数 ２５人 ０人 ２の内数 １１の内数 

１３の内

数 

 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業分野 専門課程 
建築設計デザイン科 

（ﾃﾞｻﾞｲﾝｺｰｽ） 
○ ― 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

 昼 ２９６０時間 

単位時間／単位 

１３７０

単位時間

/単位 

１１４４ 

単位時間

/単位 

４４６ 

単位時間

/単位 

０ 

単位時間

/単位 

０ 

単位時間/

単位 

2960 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

６０の内数 ２９人 ０人 ２の内数 １１の内数 １３の内数 
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カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

学内での体制プロセスは、基礎教科と応用教科の実施時期と、目標の資格取得時期を考慮

し、教科の実施時期などを、各学科会で話し合い、教務部会での意見や教育課程編成委員

会にて外部人材の意見を反映して各教科の担当者が作成している。公表は教科編成に関

しては学生便覧又はホームページ。授業計画（シラバス）はホームページを利用して公表

している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価は、学科ごとの前期成績と後期成績で年度末成績を算出し、進級認定会議、卒業

認定会議にて確定し、年間成績採点票に１００点法で記載された数を基に、下位４分の１

を決定している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
卒業・進級の認定のプロセスは、前期成績会議・年度末成績会議にて教務規定の基準を満

たすことが必要である。卒業判定基準は年間欠席総日数が２０日以内。採点評価は各教科

５０点以上。課題提出は全課題提出完了の者。授業態度等は良好と認められる者。学費完

納者。また、年間不合格教科４教科以上、欠席換算日数が３０日を超える者は留年と定め

られている。 

学修支援等 

（概要） 

入学後すぐに担任と個人面談を行い、本人の将来の希望や２年間の充実した学生生活の

アドバイスを行っている。（個人面談は年２回実施） 

定期試験で合格点に満たない時は、中間試験では授業中にテストの解答をし、翌週に再試

験。期末試験では補講を行い、その後再試験を実施して学力の向上に努めている。 

資格取得に関しては、各種資格取得に必要な学習を授業に組み入れてはいるが、資格試験

の学習が授業で行われていない学科では、金曜日の午後の「自主研修」の時間に検定講座

として行っている。 

就職支援では担任と就職課が個人面談を中心に個々の適正を重視し適切なアドバイスを

行い、企業とのミスマッチを無くし、適所に就職させるべく指導を行っている。 

面接試験の重要性という観点から、学生個人に対し就職試験前に模擬面接の指導も行っ

ている。 

授業としては「就職支援講座」を取り入れ、自己分析、履歴書の書き方、面接での準備と

マナー等、就職活動に役立てるように配慮している。 
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卒業者数、進学者数、就職者数（令和４年度）        建築設計デザイン科 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ２５人 

（100％） 

１０人 

（40.0％） 

１５人 

（60.0％） 

０人 

（０.0％） 

（主な就職、業界等） 

総合建設業、ハウスメーカー、建築設計事務所 

（就職指導内容） 

就職セミナー、就職ガイダンス、就職支援講座、個人面談等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

1.2 級建築士受験資格、建築施工管理技士、ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

（備考）（任意記載事項） 

 
 
中途退学の現状                              建築設計デザイン科 

令和４年度当初在学者数 令和４年度の途中における退学

者の数 

中退率 

 ５３ 人 ６人  11.3％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生の性格・特性・環境などを把握するため、観察・面談を行い、必要な指導をする。

担任及び教務部長は、自主・依願退学を申し出た者に対しては、本人・保護者と面談

し極力留意するように努める。 
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分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分

野 
専門課程 

医療事務学科 

（医療秘書・クラー

ク・薬局事務ｺｰｽ） 
○ ― 

修業 

年限 昼夜 
全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

 昼 ２６４０時間 

単位時間／単位 

９５１ 

単位時間

/単位 

１５６９ 

単位時間/

単位 

１２０ 

単位時間

/単位 

０ 

単位時間

/単位 

    ０ 

 単位時間/

単位 

26４0 単位時間 

生徒総定員

数 
生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４０の内数 ０人 ０人 ２の内数 ７の内数 ９の内数 
 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 専門課程 

医療事務学科 

（医療事務・診療情報

管理ｺｰｽ） 

○ ― 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

 昼 ２６４０時間 

単位時間／単位 

１３５４ 

単位時間

/単位 

１１６６ 

単位時間

/単位 

１２０ 

単位時間

/単位 

０ 

単位時間

/単位 

    ０ 

単位時間/ 

単位 

26４0 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４０の内数 １0 人 ０人 ３の内数 ７の内数 １０の内数 

 
 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

学内での体制プロセスは、基礎教科と応用教科の実施時期と、目標の資格取得時期を考慮

し、教科の実施時期などを、各学科会で話し合い、教務部会での意見や教育課程編成委員

会にて外部人材の意見を反映して各教科の担当者が作成している。公表は教科編成に関

しては学生便覧又はホームページ。授業計画（シラバス）はホームページを利用して公表

している。 

 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価は、学科ごとの前期成績と後期成績で年度末成績を算出し、進級認定会議、卒業

認定会議にて確定し、年間成績採点票に１００点法で記載された数を基に、下位４分の１

を決定している。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 



  

16 
 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業・進級の認定のプロセスは、前期成績会議・年度末成績会議にて教務規定の基準を満

たすことが必要である。卒業判定基準は年間欠席総日数が２０日以内。採点評価は各教科

５０点以上。課題提出は全課題提出完了の者。授業態度等は良好と認められる者。学費完

納者。また、年間不合格教科４教科以上、欠席換算日数が３０日を超える者は留年と定め

られている。 

学修支援等 

（概要） 
入学後すぐに担任と個人面談を行い、本人の将来の希望や２年間の充実した学生生活の

アドバイスを行っている。（個人面談は年２回実施） 

定期試験で合格点に満たない時は、中間試験では授業中にテストの解答をし、翌週に再試

験。期末試験では補講を行い、その後再試験を実施して学力の向上に努めている。 

資格取得に関しては、各種資格取得に必要な学習を授業に組み入れてはいるが、資格試験

の学習が授業で行われていない学科では、金曜日の午後の「自主研修」の時間に検定講座

として行っている。 

就職支援では担任と就職課が個人面談を中心に個々の適正を重視し適切なアドバイスを

行い、企業とのミスマッチを無くし、適所に就職させるべく指導を行っている。 

面接試験の重要性という観点から、学生個人に対し就職試験前に模擬面接の指導も行っ

ている。 

授業としては「就職支援講座」を取り入れ、自己分析、履歴書の書き方、面接での準備と

マナー等、就職活動に役立てるように配慮している。 

 
 
 

卒業者数、進学者数、就職者数（令和４年度）           医療事務学科 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ８人 

（100％） 

６人 

（ 75.0％） 

２人 

（  25.0％） 

０人 

（  ０％） 

（主な就職、業界等） 

総合病院、診療所 

（就職指導内容） 

就職セミナー、就職ガイダンス、就職支援講座、個人面談等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

診療報酬請求事務能力認定試験 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状                        医療事務学科 

令和４年度当初在学者数 令和４年度の途中における退学

者の数 

中退率 

  １２人 ０人  0.0％ 
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（中途退学の主な理由） 

 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生の性格・特性・環境などを把握するため、観察・面談を行い、必要な指導をする。

担任及び教務部長は、自主・依願退学を申し出た者に対しては、本人・保護者と面談

し極力留意するように努める。 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 専門課程 診療情報管理士専攻科 － － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 

 

 

昼 

 
１１８４時間 

単位時間／単位 

７７４ 

単位時間

/単位 

４１０ 

単位時間

/単位 

０ 

単位時間

/単位 

０ 

単位時間

/単位 

０ 

単位時間/

単位 

１１８４単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１５人 ６人 ０人 １人 ３人 ４人 
 
 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
学内での体制プロセスは、基礎教科と応用教科の実施時期と、目標の資格取得時期を考慮

し、教科の実施時期などを、各学科会で話し合い、教務部会での意見や教育課程編成委員

会にて外部人材の意見を反映して各教科の担当者が作成している。公表は教科編成に関

しては学生便覧又はホームページ。授業計画（シラバス）はホームページを利用して公表

している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価は、学科ごとの前期成績と後期成績で年度末成績を算出し、進級認定会議、卒業

認定会議にて確定し、年間成績採点票に１００点法で記載された数を基に、下位４分の１

を決定している。 
 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
卒業・進級の認定のプロセスは、前期成績会議・年度末成績会議にて教務規定の基準を満

たすことが必要である。卒業判定基準は年間欠席総日数が２０日以内。採点評価は各教科

５０点以上。課題提出は全課題提出完了の者。授業態度等は良好と認められる者。学費完

納者。また、年間不合格教科４教科以上、欠席換算日数が３０日を超える者は留年と定め

られている。 
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学修支援等 

（概要） 
入学後すぐに担任と個人面談を行い、本人の将来の希望や２年間の充実した学生生活の

アドバイスを行っている。（個人面談は年２回実施） 

定期試験で合格点に満たない時は、中間試験では授業中にテストの解答をし、翌週に再試

験。期末試験では補講を行い、その後再試験を実施して学力の向上に努めている。 

資格取得に関しては、各種資格取得に必要な学習を授業に組み入れてはいるが、資格試験

の学習が授業で行われていない学科では、金曜日の午後の「自主研修」の時間に検定講座

として行っている。 

就職支援では担任と就職課が個人面談を中心に個々の適正を重視し適切なアドバイスを

行い、企業とのミスマッチを無くし、適所に就職させるべく指導を行っている。 

面接試験の重要性という観点から、学生個人に対し就職試験前に模擬面接の指導も行っ

ている。 

授業としては「就職支援講座」を取り入れ、自己分析、履歴書の書き方、面接での準備と

マナー等、就職活動に役立てるように配慮している。 

 
 
 

卒業者数、進学者数、就職者数（令和４年度）       診療情報管理士専攻科 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ５人 

（100％） 

０人 

（  ％） 

 ５人 

（  100％） 

０人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

総合病院、診療所等 

（就職指導内容） 

就職セミナー、就職ガイダンス、就職支援講座、個人面談等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

診療情報管理士 

（備考）（任意記載事項） 

 
 
中途退学の現状                    診療情報管理士専攻科 

令和３年度当初在学者数 令和３年度の途中における退学

者の数 

中退率 

  ５人 ０人  ０％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生の性格・特性・環境などを把握するため、観察・面談を行い、必要な指導をする。

担任及び教務部長は、自主・依願退学を申し出た者に対しては、本人・保護者と面談

し極力留意するように努める。 
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②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

建築学科  100,000 円 450,000 円 440,000 円 
「その他」の内容は施設維持

費・教材実習費 

建築設計

デザイン

科 

100,000 円 450,000 円 440,000 円 
「その他」の内容は施設維持

費・教材実習費 

医療事務

学科 100,000円 400,000 円 430,000 円 

「その他」の内容は施設維持

費・教材実習費 

診療情報

管理士専

攻科 円 400,000 円 430,000 円 

「その他」の内容は施設維持

費・教材実習費 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.aoyamakougaku.ac.jp/img/other/a2.pdf 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 
学校関係者（関連企業、卒業生、在校生保護者等）を学校自らが選任し、構成された評
価委員会が、自己評価の結果について行う。 
原則として1年間に1回委員会を実施する。 
目標設定→実行→評価→改善の一連のサイクルを通じて、共通目標設定へ活用する。 

 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

医療法人社団親寿会池永クリニック

事務長 

2023.4.1 

～2024.3.31 

企業委員 

白田建築事務所 主宰 2023.4.1 

～2024.3.31 

企業委員 

㈲アリエルプラン・インテリア設計

室取締役 

2023.4.1 

～2024.3.31 

企業委員 

 2023.4.1 

～2024.3.31 

在校生保護者 

 2023.4.1 

～2024.3.31 

卒業生 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
http://www.aoyamakougaku.ac.jp/school_guide/pdf/h30_hyoka.pdf 
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第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.aoyamakougaku.ac.jp/school_guide/pdf/r1_koukai.pdf 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード Ｈ１０１３１０１００１５６

（備考）

内
訳

　・後期より「対象外区分」該当者：２名　　　　・６月退学者：１名
　・後期より「対象区分」　該当者：１名　　　　・９月退学者：１名

－

－

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

35人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

35人

後半期

31人

19人

－

－

学校名

設置者名

青山建築デザイン・医療事務専門学校

学校法人　北海道鹿光学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

34人

19人第Ⅰ区分
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※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人 －

0人 0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計 0人 －

0人 0人

0人 0人

退学 －

３月以上の停学 0人

年間計 －

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人 0人
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※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

0人 －

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

計 0人 －

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人 0人
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